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食品HACCPに沿った衛生管理の制度化

コーデ‘ックスのHACCP7原則(こ基
づき、食品等事業者自らが、使用

する原材料や製造方法等に応じ、
計画を作成し、管理を行う

各業界団体力t作成する手引書を参

考に、簡略化されたアプローチに

よる衛生管理を行う

HACCP(こ基づ、く衛生管理
iこ加え、輸入国が求める
施設基準や追加的な要件
(微生物検査や残留農薬

モニタリングの実施等)
に合致する必要がある

図 1完
全
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
原
則
と
し
て
全
て
の
食
品
等

事
業
者
に

H
A
C
C
P
に
沿
っ
た

衛
生
管
理
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

H
A
C
C
Pに
沿
っ
た

衛
生
管
理
を
実
施
す
る
対
象

食
品
の
製
造
・
加
工
、
調
理
、

販
売
な
ど
を
行
う
全
て
の
食
品
等

事
業
者
が
衛
生
管
理
計
画
を
作
成

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

以
下
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
取
組

内
容
が
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
「
対
E
U
、
対
米
国
な
ど
の

輸
出
対
応
」
。

H
A
C
C
P
に
基

づ
く
衛
生
管
理
に
加
え
、
輸
入
国

が
求
め
る
施
設
基
準
や
追
加
的
な

要
件
(
微
生
物
検
査
や
残
留
農
薬

公衆衛生に与える影響が少ない営業

公衆衛生に与える影響が少ない営業については、食品等事業
者として一般的な衛生管理を実施しなければな5ないが、
HACCP(ζ沿った衛生管環は義務ではない
・食品又は添加物の輸入業
・食品又は添加物の貯蔵又は運搬のみをする嘗業(ただし、

冷凍・冷蔵倉庫業は除く)
・常滋で長期間保存しても腐敗、変，敬その他品質の劣化によ

る食品衛生上の危害の発生の恐れがない包装食品の販売業
.合成樹館以外の器具容器包装の製造業
-器具容器包装の輸入又は販売業

このほか、学校・病続等の営業以外の給食施設のうぢ、 1図の
提供食数が20食程度未満の施設や、農家・漁家が行う採取の
一部と見なせる行為(出荷前の調製等)については、 HACCP(こ
沿った衛生管理の制度化の対象外である

出所 厚宝労働省 rHACCP(JI，-ヲッノ)こ治った衛生田里町制度10Jより一部改愛

図2

[対象事業者]
-小規模な営業者等 農

業
経
済
学
分
野

{対象事業者)
. 大規模事業者

・と奮場[と畜場設護者、と蓄

場管理者、と畜業者]
・食烏処理場[食罵処理業者

(認定小規摸食鳥処理業者を

除く)] 
農
業
経
済
学
系

助
教

窪樟

拶

出所:淳生労鋤省 rHACCP(j ¥サップ)(こ沿った律j生審理の制度化J

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
実
施
な
ど
)
に
合

致
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

②
「
H
A
C
C
P
に
基
づ
く
衛

生
管
理
」
。
コ
!
デ
ッ
ク
ス
の

H

A
C
C
P
7
原
則
に
基
づ
き
、
食

品
等
事
業
者
自
ら
が
、
使
用
す
る

原
材
料
や
製
造
方
法
な
ど
に
応

農業及び水産業の扱い(一部抜粋)図3

農業及び水産業における食品の採取業の範囲について

O 

C 

O 

O 

収穫した農産物の洗浄

農産物のパック詰め

収穫後の農産物の乾燥機での乾燥

収穫後の穀類(米、麦類、豆類)の乾燥・諦整・保管

消費の利便性のために行う調理や切断(茄で野菜、カット野
菜、千切り等)

農業者自ら生産したものを食品加工業者に直接販売

× 

容
と
?
一
mBEad

氏

食
品
等
事
業
者
は

H
A
C
C
Pに
沿
っ
た

衛
生
管
理
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

令
和
3
年
6
月
1
日
に
本
格
的

に
制
度
化
さ
れ
た
食
品
H
A
C
C

P
の
概
要
と
取
組
事
例
の
一
部
を

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

現
在
の
「
食
の
安
全
」
が
求
め

ら
れ
る
背
景
で
す
が
、

1
点
目
は

食
中
毒
件
数
の
横
ば
い
傾
向
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

2
年
だ
と
8
8
7

件
の
食
中
毒
事
故
が
発
生
し
て
い

ま
す
が
、
一
時
期
よ
り
は
減
少
し

て
い
る
も
の
の
、
近
年
事
故
件
数

の
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。

2
点
目

に
食
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
あ
り
ま

す
。
輸
出
入
の
促
進
や
、
外
国
人

旅
行
者
の
増
加
に
よ
り
、
共
通
の

ル
l
ル
の
下
に
食
の
安
全
を
確
保

じ
、
計
画
を
作
成
し
、
管
理
を
行

う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
対
象

事
業
者
は
、
大
規
模
事
業
者
、
と

畜
場
、
認
定
小
規
模
食
烏
処
理
事

業
者
を
除
く
食
烏
処
理
場
に
な
り

ま
す
。③

「
H
A
C
C
P
の
考
え
方
を

農業者の行為は出荷
に当たる

農業者の行為は出荷
にさ当たる

農業者の什為は出荷
に当たる

農業者の行為は出荷
に当たる

集乳業は芭業許可の
対象

O 

O 

O 

O 

X 集乳(生乳のcsにおける保管及び乳業メーカーへの輪送)

出所:薬生食監発0518第1号(令和 2年 5月 18日)より一部抜粋

し
て
い
く
考
え
が
一
般
化
さ
れ
ま

し
た
。

3
点
目
は
信
用
の
確
保
で

す。

s
N
S
の
登
場
に
よ
っ
て
情

報
が
迅
速
に
広
が
る
よ
う
に
な

り
、
信
頼
確
保
に
も
影
響
を
与
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

4
点
自

に
S
D
G
s
へ
の
対
応
が
挙
げ
ら

れ
、
ロ
番
の
項
目
に
あ
る
「
つ
く

る
責
任
、
っ
か
う
責
任
、

3
番

の
「
す
べ
て
の
人
に
健
康
と
福
祉

を
」
、
打
番
の
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
で
目
標
を
達
成
し
よ
う
」
の
項

目
に
つ
い
て
も
食
の
安
全
に
関
与

し
て
い
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
状
況
か
ら
平
成
初

年
6
刃
日
日
に
食
品
衛
生
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
経
過
措
置
1

年
を
経
て
令
和
3
年
6
月
1
日
に

取
り
入
れ
た
衛
生
管
理
」
。
各
業

界
団
体
が
作
成
す
る
手
引
書
を
参

考
に
、
簡
略
化
さ
れ
た
ア
プ
ロ
ー

チ
に
よ
る
衛
生
管
理
を
行
う
こ
と

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
対
象
事
業
者

は
小
規
模
な
営
業
者
な
ど
。

③
が
定
義
す
る
小
規
模
な
営
業

者
は
、
ア
.
製
造
加
工
施
設
と
併
設
・

隣
接
し
た
庖
舗
で
、
全
部
ま
た
は

大
部
分
を
小
売
り
販
売
す
る
事
業

者
。
イ
.
飲
食
宿
営
業
ま
た
は
喫

茶
庖
営
業
を
行
う
者
、
そ
の
他
の

食
品
を
調
理
す
る
営
業
者
。
こ
の

中
に
は
、
学
校
・
病
院
な
ど
の
営

業
以
外
の
集
団
給
食
施
設
も
該
当

し
て
い
ま
す
。
ウ
.
容
器
包
装
に

入
っ
た
食
品
の
貯
蔵
・
運
搬
・
販

売
を
す
る
営
業
者
。
エ
.
食
品
を
分

割
し
、
容
器
包
装
で
販
売
す
る
営

業
者
。
オ
.
前
述
外
で
、
食
品
の

取
り
扱
い
に
従
事
す
る
者
の
数
が

印
人
未
満
で
あ
る
事
業
場
を
有
す

る
営
業
者
、
で
す
。
こ
れ
ら
に
該

当
す
る
営
業
者
は
、

H
A
C
C
P

の
考
え
方
を
取
り
入
れ
た
衛
生
管

理
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
例
外
規
定
が
あ
り
、

「
公
衆
衛
生
に
与
え
る
影
響
が
少

な
い
営
業
に
つ
い
て
は
、
食
品
等

事
業
者
と
し
て
一
般
的
な
衛
生
管

23 農家の友 2022.02

農業者自ら生産したちのを流通業者を通じた委託販売

農業者自ら生産したちのを未加工で直売(庭先、直売所(有
人・無人)、通信販売等)

生乳の販売(藍接販売、受託販売、買取販売)



1.禽品衛集責任者等の選任
食品衛生責任者の指定、食品衛生策任者の責務等に関すること
2.施設の書量生管理
施設の清掃、〉荷主号、清潔保f寺等に関すること
3 設備等の衛生管理
機械器冥の洗浄-5再蕎整備清潔保持害事lこ関すること
4幽使用水等の管理
水道水又は飲用に適する水の使用、飲用に適する水を使用する場合の年 1回
以上の水質検査、貯水槽の清掃、殺閣装霞浄水装鐙の霊華僑等に関すること

5.ねずみ及び昆虫対策
年2回以上のねずみ・昆虫の駆除作業、又は、定期的な生怠調査等に基づく

防除措置に関すること
6.廃棄物及び排水の取娘い
廃棄物の保管廃棄、廃棄物排水の処理等に調ずること
7.食品又は添加物を取り扱う蓄の衛生管寝
従事者の健康状態。')IE握、従事者が下痢・腹痛等の症状を示した場合の判断
(病院の受診、食品を取り扱う作業の中止)、従事者の服装ー手洗い等に関

すること

所 厚生む省 !HACCPυ1サツプ)に沿った福生官翠白節目室化l

一般的衛生管理①図4理
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

カ

H
A
C
C
P
に
沿
っ
た
衛
生

管
理
は
義
務
で
は
な
い
」
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
該
当
す
る
の

が
、
①
食
品
ま
た
は
添
加
物
の
輸

入
業
。
②
食
品
ま
た
は
添
加
物
の

貯
蔵
ま
た
は
運
搬
の
み
を
す
る
営

業
。
③
常
温
で
長
期
間
保
存
し
て

も
腐
敗
、
変
敗
そ
の
他
品
質
の
劣

化
に
よ
る
食
品
衛
生
上
の
危
害
の

発
生
の
恐
れ
が
な
い
包
装
食
品
の

販
売
業
。
④
合
成
樹
脂
以
外
の
器

具
容
器
包
装
の
製
造
業
。
⑤
器
具

容
器
包
装
の
輸
入
ま
た
は
販
売

業
。
こ
の
ほ
か
、
学
校
・
病
院
な

ど
の
営
業
以
外
の
給
食
施
設
の
う

ち、

1
回
の
提
供
食
数
が
加
食
程

度
未
満
の
施
設
や
、
農
家
・
漁
家

が
行
う
採
取
の
一
部
と
見
な
せ
る

要
な
場
合
は
、
手
順
書
を
作
成
し

て
く
だ
さ
い
。

③
衛
生
管
理
の
実
施
状
況
を
記

録
し
、
保
存
す
る
、
で
す
。

④
衛
生
管
理
計
画
お
よ
び
手
順

書
の
効
果
を
定
期
的
に
検
証
し
、

必
要
に
応
じ
て
内
容
を
見
直
す
、

こ
と
で
す
。
一
般
的
に

P
D
C
A

サ
イ
ク
ル
を
利
用
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
手
順

を
作
っ
て
終
わ
り
で
は
な
く

8.検食の実施
弁当、仕出し屋等の大量制i型自布設における検食の実施に関すること

弘情報の提供
製鼠{亡関す:Q消費者への電報提供、健康被害又は健康積書につながるおそ

れが否定でさない情報の保健新等への提供等に関するごと
10.回収・腐葉
製鼠回収の必要が生じた際の責任体制、消費者への注意喚起、回収の実施
方法、保健所等への報告、回収製品の取扱い等に関すること

11.遼級
車荷・コンテナ等の清掃田消毒、運搬中の混度・湿度・時間の管理等に関する

こと
12.販売
適切な仕入れ虜、販売中の製品の温度管理iζ関すること
13.教育訓練
従事者の教育割11練、教育司l同車の効果の検証等lζ関すること
14.その他
仕入元・販売先等の記録の作成。保存、製品の自主検賓の記録の保存に関す

ること

出所 l 厚生労由也、 rdACC~υlサッブ)1こ沿った衛生巨理￠制度化j

一般的衛生管理②図5行
為
に
つ
い
て
は
、

に
沿
っ
た
衛
生
管
理
の
制
度
化
の

対
象
外
で
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
ま

す。

H
A
C
C
P
 

農
業
者
の
扱
い

令
和
2
年
5
月
に
「
農
業
及
び

水
産
業
に
お
け
る
食
品
の
採
取
業

の
範
囲
に
つ
い
て
」
の
文
章
が
発

表
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
部

を
図
3
で
示
し
て
い
ま
す
。
採
取

業
は

H
A
C
C
P
に
従
っ
た
衛
生

管
理
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
収
穫
し
た
農
産
物
の
洗
浄
、

農
産
物
の
パ
ッ
ク
詰
め
、
農
産
物

の
乾
燥
機
で
の
乾
燥
な
ど
は
採
取

業
に
入
り
ま
す
。
農
産
物
の
カ
ッ

ト
で
す
が
、
ど
こ
ま
で
カ
ッ
ト
す

て
、
定
期
的
に
見
直
す
こ
と
で
、

よ
り
良
い
衛
生
管
理
を
目
指
す
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
図
4
、
5
に
示
し
た
ご

般
的
衛
生
管
理
」
は
原
則
的
な
も

の
で
、
日
項
目
で
ま
と
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
①
食
品
衛
生
責
任
者
等

の
選
任
、
②
施
設
の
衛
生
管
理
、

③
設
備
な
ど
の
衛
生
管
理
、
④
使

用
水
な
ど
の
管
理
、
⑤
ネ
ズ
ミ
お

よ
び
昆
虫
対
策
、
⑥
廃
棄
物
お
よ

例:一般的衛生管理のポイント(手顕)図6

始業部・腕製空主と-'t(7)ftll (一一一

まな板、包7、ボウル等の豊富美惑を洗浄し、また

は、すすぎを行い、:誌を撃する

俊昭時!こ汚れや洗剤などが幾っていた混合は、洗剤で湾凌況

出所:日本食品衛生協会 rHACCPの考え方を取り入れた衛生管理のための手引書jより一部抜粋

る
か
は
あ
り
ま
す
が
、
消
費
の
利

便
性
の
た
め
に
行
う
調
理
や
細
断

は
、
採
取
業
の
範
聞
に
入
り
ま
せ

ん
の
で
、

H
A
C
C
P
に
沿
っ
た

衛
生
管
理
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

近
年
、
農
業
者
の
直
接
販
売
が

増
え
て
い
ま
す
が
、
農
業
者
自
ら

が
生
産
し
た
も
の
を
食
品
加
工
業

者
に
直
接
販
売
す
る
場
合
、
生
産

し
た
も
の
を
流
通
業
者
を
通
じ
て

委
託
販
売
し
た
場
合
、
未
加
工
で

直
売
す
る
場
合
、
こ
れ
ら
の
農
業

者
の
行
為
は
出
荷
に
当
た
る
の

で
、
採
取
業
の
範
囲
に
入
り
ま
す
。

生
乳
の
直
接
販
売
、
委
託
販
売
、

買
取
販
売
の
農
業
者
の
行
為
は
採

取
業
に
当
た
り
ま
す
。
た
だ
し
集

乳
に
関
し
て
は
、
集
乳
業
は
営
業

許
可
の
対
象
に
な
り
、
採
取
業
に

な
り
ま
せ
ん
の
で
、

H
A
C
C
P

に
基
づ
い
た
衛
生
管
理
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

嘗
業
者
が
実
施
す
る
こ
と

営
業
者
が
何
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
を
紹
介
し
ま
す
。

①
「
一
般
的
衛
生
管
理
」
お
よ

び
「
H
A
C
C
P
に
沿
っ
た
衛
生

に
関
す
る
基
準
に
基
づ
き

管
理
」

び
排
水
の
取
り
扱
い
、
⑦
食
品
ま

た
は
添
加
物
を
取
り
扱
う
者
の
衛

生
管
理
、
⑧
検
食
の
実
施
、
⑨
情

報
の
提
供
、
⑩
回
収
・
廃
棄
、
⑪

運
搬
、
⑫
販
売
、
⑬
教
育
訓
練
、

⑭
そ
の
他
、
に
な
っ
て
い
ま
す
。

全
て
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
わ
け
で
は
な
く
、
各
盾
舗
、
工

場
に
よ
っ
て
状
況
は
異
な
り
ま
す

の
で
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
運
用
方

法
を
構
築
し
て
く
だ
さ
い
。

衛
生
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

次
に
、
「
小
規
模
な
一
般
飲
食

庖
事
業
者
向
け
の
手
引
書
」
を
例

に
具
体
的
な
取
組
み
に
つ
い
て
触

れ
た
い
と
思
い
ま
す
。
当
該
手
引

書
に
は
、
大
き
く
三
つ
の
実
施
項

目
が
あ
り
ま
す
。
①
衛
生
管
理
計

画
の
策
定
。
こ
の
中
に
、
原
材
料

の
受
け
入
れ
の
確
認
、
冷
蔵
・
冷

凍
庫
の
温
度
の
確
認
、
交
差
汚
染
・

2
次
汚
染
の
防
止
、
器
具
な
ど
の

洗
浄
・
消
毒
・
殺
菌
、
ト
イ
レ
の

洗
浄
・
消
毒
、
従
業
員
の
健
康
管

理
・
衛
生
的
作
業
着
の
着
用
な
ど
、

衛
生
的
な
手
洗
い
の
実
施
、
と
い

う
一
般
衛
生
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
が

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

衛
生
管
理
計
画
を
作
成
し
、
従
業

員
に
周
知
徹
底
を
図
る
、
こ
と
に

な
り
ま
す
。
「

H
A
C
C
P
に
基

づ
く
衛
生
管
理
」
の
対
象
事
業
者

の
場
合
、

H
A
C
C
P
7
原
則
を

基
に
、
自
ら
計
商
霊
闘
を
作
成
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

「
H
A
C
C
P
の
考
え
方
を
取
り

入
れ
た
衛
生
管
理
」
の
対
象
事
業

者
は
、
業
界
団
体
が
作
成
し
、
厚

生
労
働
省
で
確
認
し
た
手
引
書
に

基
づ
い
て
対
応
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
手
引
書

は
厚
生
労
働
省
の
ホ

l
ム
ペ

1
ジ

で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
(
令

和
3
年
日
月
)
1
1
1
業
種
の
手

引
書
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、

自
分
の
求
め
る
手
引
書
を
探
し
て

く
だ
さ
い
。
な
け
れ
ば
近
く
の
保

健
所
や
厚
生
労
働
省
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

②
必
要
に
応
じ
て
、
清
掃
・
洗

浄
・
消
毒
や
食
品
の
取
り
扱
い
な

ど
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
方
法
を

定
め
た
手
順
書
を
作
成
す
る
、
で

す
。
「
必
要
に
応
じ
て
」
と
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
作
成

し
な
く
て
も
良
い
の
で
す
が
、
手

洗
い
の
実
施
方
法
、
ト
イ
レ
の
清

掃
方
法
な
ど
の
ル
ー
ル
作
り
が
必

お 22.02農家の友 24

ま
た
、
重
要
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
、
調
理
方
法
に
応
じ
、
メ

ニ
ュ
ー
を
三
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に

分
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
「
冷
た
い
ま
ま
」
「
加
熱
し
て

温
か
い
ま
ま
ヒ
加
熱
後
冷
ま
す
、

ま
た
は
再
加
熱
」
し
て
提
供
す
る

も
の
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
に
応
じ
て
管
理
方
法
を
作
成

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
他
の
項
目
は
、
②
計
聞

に
基
づ
く
実
施
、
③
確
認
・
記
録
、

に
な
り
ま
す
。

図
6
は
一
般
的
な
衛
生
管
理
の

ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
求
め
ら

れ
て
い
る
の
は
、
「
い
つ
」
「
ど
の

よ
う
に
」
「
問
題
が
あ
っ
た
と
き
」

を
整
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
い
つ
」
は
、
い
つ
確
認
を
す
る
か
。

当
該
項
目
の
管
理
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
時
間
の
設
定
に
な
り
ま
す
。
「
ど

の
よ
う
に
」
は
、
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
が
ど
こ
に
あ
る
か
が
書
か
れ

て
い
ま
す
。
「
問
題
が
あ
っ
た
と

き
」
は
そ
の
ま
ま
廃
棄
す
る
、
も

し
く
は
加
熱
処
理
を
し
て
使
用
す

る
な
ど
具
体
的
な
方
法
が
記
し
て

あ
り
ま
す
。
こ
う
い
う
ル
ー
ル
に

よ
っ
て
、
現
場
の
作
業
員
が
迷
う

こ
と
な
く
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が

農家の友 2022.0225 



例:一般的衛生管理のポイント(記録)関7で
き
る
、
こ
と
の
利
点
が
挙
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
原
材
料
の
受
入
確
認

の
「
い
つ
」
は
原
材
料
の
納
入
時

に
な
り
ま
す
。
「
ど
の
よ
う
に
」

は
外
観
、
に
お
い
、
包
装
の
状
態
、

表
示
な
ど
の
確
認
に
な
り
ま
す
。

「
問
題
が
あ
っ
た
と
き
」
は
返
品

し
交
換
す
る
、
の
ル
ー
ル
に
な
っ

て
い
ま
す
。
実
際
に
は
こ
の
よ
う

な
記
載
が
な
く
て
も
、

暗
黙
の

農
場
は
、
別
途
食
品
安
全
認
証
の

取
得
経
験
が
あ
り
、
衛
生
管
理
に

お
け
る
知
識
は
十
分
に
持
っ
て
い

ま
し
た
。
衛
生
管
理
計
画
は
、
面

識
の
あ
る
指
導
員
と
共
に
作
成
し

ま
し
た
。

書
類
の
作
成
に
は

6
回
の
打
ち

合
わ
せ
を
行
い
、
期
間
は

1
年。

食品HACCP制度の留意点

1. 

2. 

3. 

HACCPは認証ではない (HACCPの考え方を取り入れ
た認証はあるが、認証取得は義務ではない)

HACCPはソフトの整備であるため、施設・設備等の
/¥ードの整備を求めるちのではない

自ら内容を理解すること(教育訓練含む)、事業ご

と/工場ごとに条件が異なるので見直しをしながら、
よりよい管理を目指していくことが重要

園園園田園田園園田園
一司咽明暗哩園田園田回世-

図8
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出所:日本金品衛生協会 rHACCPの考え方を取り入れた衛生管理のための手引書Jより一部抜粋

ル
ー
ル
と
し
て
運
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
で
は

な
く
、
記
入
す
る
こ
と
で
視
覚
に

よ
る
確
認
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

の
が
、

H
A
C
C
P
制
度
で
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

庫
内
温
度
の
確
認
は
始
業
前
に

行
い
ま
す
が
、
状
況
に
応
じ
て
作

業
中
、
業
務
終
了
後
な
ど
に
変
更

し
て
も
構
い
ま
せ
ん
し
、
複
数
を

選
ん
で
い
た
だ
い
て
も
結
構
で

作
成
方
法
は
指
導
員
が
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
し
て
、
意
見
交
換
を
行
い
、

文
書
・
記
録
を
作
成
し
ま
し
た
。

ま
ず
指
導
員
が

H
A
C
C
P
制
度

の
説
明
を
行
い
、
独
自
の
衛
生
管

理
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
を
提
案

し
ま
し
た
c

次
に
、
一
般
的
衛
生

管
理
の
ポ
イ
ン
ト
を
作
成
し
ま
し

自食品関連事故の発生防止

自取引相手・消費者への安心の提供

自事故の発生防止とともに、特定も可能

自資材の管理による効率化

す
。
確
認
方
法
で
す
が
、
具
体
的

な
温
度
を
設
定
す
る
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
項
目
で
あ
る
「
交
差

汚
染
・

2
次
汚
染
の
防
止
」
「
器
具

等
の
洗
浄
・
消
毒
・
殺
菌
」
「
ト
イ

レ
の
洗
浄
・
消
毒
」
「
従
業
員
の
健

康
管
理
等
」
「
手
洗
い
の
実
施
」
な

ど
に
つ
い
て
も
、
「
い
ワ
」
「
ど
の

よ
う
に
」
「
問
題
が
あ
っ
た
と
き
」

を
整
理
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
重
要
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

に
お
い
て
は
、
先
に
分
け
た
三
つ

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
ご
と
に
、
ど
の
よ

う
に
管
理
す
る
か
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

管
理
の
手
順
を
作
成
し
た
ら
、

作
成
者
の
名
前
や
作
成
日
も
書
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
先
ほ
ど

P
D

C
A
サ
イ
ク
ル
を
行
い
ま
し
ょ
う

と
言
い
ま
し
た
が
、
使
っ
て
い
く

う
ち
に
白
分
の
お
庖
に
合
わ
な
い

こ
と
、
書
き
足
し
た
い
こ
と
が
出

て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
更
新

し
て
い
く
中
で
、
ど
れ
が
最
新
の

手
順
で
あ
る
か
確
認
し
や
す
く
す

る
た
め
に
作
成
者
、
作
成
日
の
書

き
込
み
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

こ
の
ポ
イ
ン
ト
に
基
づ
い
て
記

録
の
実
施
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

た
。
よ
り
現
場
に
近
い
形
に
修
正

す
る
と
と
も
に
、
現
状
で
管
理
が

不
足
し
て
い
る
部
分
は
無
理
な
く

管
理
で
き
る
方
法
を
検
討
し
て
、

ポ
イ
ン
ト
に
盛
り
込
み
ま
し
た
。

製
品
・
メ
ニ
ュ
ー
の
分
類
、
重
管

理
の
ポ
イ
ン
ト
を
作
成
し
、
可
能

な
限
り
シ
ン
プ
ル
に
、
メ
ニ
ュ
ー

が
増
え
て
も
複
雑
な
加
筆
は
不
要

な
も
の
に
し
ま
し
た
。
最
後
に
各

種
記
録
を
作
成
し
、
様
式
や
語
句

な
ど
に
関
し
て
は
、
現
場
が
使
い

や
す
い
よ
う
に
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
者
は
「
H
A
C
C
P

セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
だ
け
で
は
自
分

た
ち
で
作
成
で
き
な
か
っ
た
」
と

言
っ
て
い
ま
し
た
。
必
要
な
も
の
、

必
要
じ
ゃ
な
い
も
の
の
区
別
が
し

づ
ら
い
と
の
こ
と
。
毎
日
の
記
入

に
な
る
の
で
、
記
入
の
し
や
す
さ

を
重
視
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
今
後
、

運
用
中
に
修
正
を
重
ね
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
く
、
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
難
し
い
点
は
多
く
あ
り
ま

す
が
、
ま
ず
は
取
り
組
ん
で
み
る

と
い
う
前
向
き
な
姿
勢
が
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。

H
A
C
C
P制
度
の
留
意
点

図
7
に
示
し
た
よ
う
に
、
日
付
が

書
い
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
管

理
項
目
で
ど
の
よ
う
な
状
況
だ
っ

た
か
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
が
設
定

し
た
管
理
に
適
合
し
て
い
る
か
ど

う
か
「
良
」
「
否
」
、
も
し
く
は
実

際
の
数
値
で
記
載
さ
れ
ま
す
。
も

し
、
管
理
に
適
合
し
て
い
な
い
場

合
は
、
特
記
事
項
に
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
、
ど

の
よ
う
に
処
理
し
た
か
、
記
載
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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小
規
模
カ
フ
ェ
を

開
業
し
て
い
る
事
例

で
は
、
「
小
規
模
な
一
般
飲
食

庖
向
け
の
手
引
章
一
日
」
「
菓
子
製
造
の

衛
生
管
理
計
画
作
成
の
手
引
書
」

を
用
い
て
、

H
A
C
C
P
対
応
を

さ
れ
て
い
る
カ
フ
ェ
の
事
例
を
紹

介
し
ま
す
。

事
業
主
か
ら
「
二
つ
の
手
引
書

を
用
い
る
こ
と
は
手
聞
が
掛
か

る
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
業
界
団

体
が
作
成
す
る
手
引
書
を
そ
れ
ぞ

れ
運
用
す
る
こ
と
は
非
効
率
で
あ

る
の
で
、
良
い
と
こ
取
り
を
し
て

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
衛
生
管
理
計
画
を

作
成
し
ま
し
た
。
ち
な
み
に
こ
の

今
回
紹
介
し
た

H
A
C
C
P
制

度
は
認
証
を
取
得
し
て
く
だ
さ
い
、

で
は
な
く
、

H
A
C
C
P
の
考
え

方
に
よ
る
取
組
み
を
実
施
し
て
も

ら
い
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。
ま

た、

H
A
C
C
P
は
ソ
フ
ト
の
整

備
を
求
め
て
い
て
、
施
設
・
設
備

な
ど
の
ハ

l
ド
の
整
備
を
要
求
し

て
い
ま
せ
ん
。
自
ら
内
容
を
理
解

す
る
こ
と
、
事
業
ご
と
、
工
場
ご

と
に
条
件
が
異
な
る
の
で
見
直
し

を
し
な
が
ら
、
よ
り
良
い
管
理
を

目
指
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
見
え
る
化
に

よ
る
経
営
の
メ
リ
ッ
ト
が
生
じ
ま

す
。
①
食
品
関
連
事
故
の
発
生
防

止
が
で
き
る
こ
と
、
②
取
引
相
手
・

消
費
者
へ
の
安
心
の
提
供
、
③
事

故
の
発
生
防
止
と
と
も
に
、
特
定

も
可
能
で
あ
る
こ
と
、
④
資
材
の

管
理
に
よ
る
効
率
化
が
図
ら
れ

る
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

「司

5
5
明
記
B
吋
。
叶

mwEめ」

前
か
ら
一
一
一
一
口
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
農

場
か
ら
食
卓
ま
で
安
全
を
担
保
す

る
も
の
と
し
て
、

6
月
に
食
品
H

A
C
C
P
が
制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。

(
編
集
部
/
竹
津

と

27農家の友 2叫 02

明


	20220210102439519_kubota-3.pdf
	20220210102439519_kubota-4
	20220210102439519_kubota-5

